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２００８年１２月２７日
専攻・講座名　複合現象科学専攻　　　
学年　 博士後期課程　１回生
氏名  　　　　　梶　　真理香

　　　　　　　題目　：　ささやかな数学体験 ---- 正七角形調和から楕円ガウス和へ
　　　　　　　講師　：　浅井　哲也　先生　（整数論・元静岡大学教授）
　　　　　　　日時　：　２００８年１０月２３日（木）　１３時～１４時半
　　　　　　　場所　：　奈良女子大学理学部Ｃ棟４階　数学科大講義室（Ｃ４３２）
　静岡大学教授を退官された浅井哲也先生をお招きし、『ささやかな数学体験 ---- 正七角形調和から楕円ガウス和へ』というタイトルでご講演をしていただきました。聴講者は１０名で、博士前期課程と博士後期課程の学生、そして本学数学科の教員と他学科の教員の方も参加してくださいました。ご講演は導入部分をとても丁寧にお話ししてくださり、浅井先生が正七角形調和に感動をされたことがきっかけに類似の現象の実験から発見まで、普通の講演ではなかなか聴くことができないような過程もわかりやすく面白くご説明してくださいました。
　以下ご講演の内容をご報告いたします。
　『ささやかな数学体験 ---- 正七角形調和から楕円ガウス和へ』というタイトルでご講演してくださいました。浅井先生が正七角形調和、つまり正七角形の辺を含めた３本の対角線についてトレミーの定理の関係式と同じものが成り立つ、という定理に感動されたことをきっかけに、類似の現象が正２３角形についても成立することを示す過程で自然に「類ガウス和」を定義されました。類ガウス和の計算をしていくと、類ガウス和の係数にガウス和が出てくるということと、最終的に類ガウス和の係数とＬ関数の特殊値とが結びつくということをご説明してくださいました。Ｌ関数の特殊値は類数と結びついているということが一般的に知られていますので、類ガウス和の類数による公式が得られます。今までの類数公式は無限和の形をしておりますが、類ガウス和は有限であるため、有限和で書くことができました。

類ガウス和の係数の計算では、普通の講演ではほとんど説明されることのない実験の部分も提示をしてくださり、『類ガウス和の係数は類数である』という結果を得るまでを実際の研究の手順に則ってお話ししてくださり、とても興味深いものでした。
　最後になりましたが、ご多忙にも関わらず、院生企画セミナーのご講演を快くお引き受けくださり、早い時期からご準備してくださいました浅井先生には深く感謝しております。この場をお借りいたしまして、心より御礼を申し上げます。

